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negligible boun血Yをもつかどうかについて考察をした｡ここで, Riemann多様体がnegligible boundaIY
をもっとは,次が成り立っことをいう:微分形式に作用する外微分作用素dの定義域を2乗可積分な形
式aでdaも2乗可積分となるようなもの全体とし,余微分作用素6についても同様に定義域を定めると
き, Riemann計量から誘導される内積に関してdと6が互いに形式的共役作用素になる｡
一般に,完備なRiemann多様体はnegligible boundaryをもっことが知られているoまたnegligible boundary
をもっRieman｡多様体においては,適当な定義域を考えることにより,その微分形式に作用するラブラシ
ァンは本質的自己共役になる｡これらの事実はGa軌eyにより示された｡我々は,特に,幾何学的有限な
Klei｡群に付随して現れるKlein多様体についての考察を行い次の結果を得た: Klein多様体の中間次元か
らある程度離れた次数の微分形式を定義域とするdと6については,それらが互いに形式的共役作用素に
なる｡
一方で,多様体の中間次元に近い次数の微分形式に作用するdと6で,それらが互いに形式的共役作用
素でないようなKlein多様体の存在についても併せてまとめた｡
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論文審査の結果の要旨
本論文には著者(矢吹康浩)による納谷計量に関する研究成果がまとめられているo納谷計量とはI
Klein群rの不連続領域E2上に納谷信氏(名古屋大学大学院多元数理科学研究科)により定義されたr不
変な計量のことで,そのr不変性から通常はrに付随するKlein多様体E2/r上のRiemann計量とみなさ
れる｡
納谷計量の局所的な性質については多くの研究成果があり,例えば,その曲率はKlein群rの作用の
｢大きさ｣と密接に関係している｡この関係は, Klein群論におけるある予想の解決に応用されたo一方で,
Ma｡b｡｡は,幾何学的有限という良いクラスのKlein群に対する納谷計量ですら,必ずしも完備にならな
いことを示している｡非完備なRiemann多様体の大域的な性質の理解は一般には困難であり･最近まで納
呑計量の大域的な性質に関する研究に大きな進展は見られなかった｡上で触れたKlein群論のある予想も･
納谷計量が完備になる凸ココンパクト群に対する予想であり, Bochner技法によるコホモロジーの消滅定
理を用いて証明されている｡
著者は,幾何学的有限なKlein群を含む少し広いクラスのKlein群に対する納谷計量が･非完備であった
としても何らかの良い性質をもつと予想し,幾つかの成果を挙げている｡例えば,幾何学的有限なKlein
群に対する納谷計量の等長変換群は,共形変換群と一致する,すなわち･この場合の納谷計量はあり得る
最大の対称性をもつことを証明しているoこの結果は,納谷計量が完備な場合は納谷氏自身によって証明
されていたが,その証明は完備性に依存するものであった｡著者による証明はまったく異なるアイディ
ァによっている｡さらに,著者は,完備Riemann多様体において非常に有効なBochner技法と呼ばれる手
法が,ある程度は非完備な納谷計量をもつKlein多様体に対しても適用可能ではないかと予想し･二乗可積
分な微分形式に対するStokes公式の成否についての研究にも着手しているo非完備なRiemann多様体の
研究のためには新たな手法あるいは視点が必要となるが,著者のこれらの研究成果はそれを与えているo
以上のように,本論文は,著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示している｡したがって,矢吹康浩提出の博士論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認めるo
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